
 

（第２号様式）   
令和８年４月13日  

県立三ツ境支援学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月13日実施） 

総合評価（３月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇「自立と社会参

加」をめざし、

児童生徒一人ひ

とりの教育的ニ

ーズに対応した

授業を実践す

る。 

 

 

〇自分も他者も大

切にし、共感的

な人間関係を育

成する教育活動

を実践する。 

① ICT 機器等を活用

し、児童・生徒一

人ひとりの教育的

ニーズに応じた授

業を実践する。 

 

 

 

 

② 協働的な学びを通

して、児童・生徒

が自分や他者の良

さに気づき、共感

しあえる授業を実

践する。 

①電子黒板も含めた

ICT 機器等の活用の

バリエーションを増

やし、個々のニーズ

を踏まえ、授業で活

用する。 

 

 

 

②指導略案に児童・生

徒相互が関わる場面

を明記し、授業を実

践する。 

話し合い等、児童・

生徒が相互に関わる

授業を増やす。 

①児童・生徒一人ひ

とりの教育的ニー

ズに応じ、ICT機器

を活用した授業が

増えたか。 

 

 

 

 

②協働的な学習を通

して、児童・生徒

が相互に理解し、

自分や他者の良さ

に気づくことがで

きたか。 

① ニーズを踏まえ、タブレ

ット端末やアプリケーシ

ョン、入力装置等、ICT 機

器を活用した授業が増え

てきており、生徒が主体

的に授業に参加できるよ

うになってきた。 

【(教員)肯定84％】 

 

② 児童生徒がお互いに関わ

る学習を意図的に設定す

ることで、関りを通して

自分や他者の良さに気づ

くことや共感しあうこと

が増えてきている。 

【(教員)肯定87.3％】 

① ICT 機器の活用が目的になっ

ている授業もある。児童・

生徒一人ひとりの身につけ

させたい力を踏まえた機器

の活用が課題。研修によ

り、活用のバリエーション

を増やし、ニーズに応じて

整理する。 

 

② 指導略案への明記は一部に

とどまった。指導案ではな

くキャリアパスポートの活

用により、児童・生徒が自

分の良さに気づき、他者を

認めることができるように

していく。 

① ICT機器の活用が増えているの

で、次年度は活用方法を整理

し深めていけると良い。アン

ケートでどちらとも言えない

が多いのは状況がわからない

ため。授業参観をすると良い 

【(保護者)肯定 73.5％、どちらと

も言えない20.5％、否定6％】 

 

② 指導略案への明記を次年度も

続けるか、できないのであれ

ば、できなかったとはっきり

記載し、別の取組について検

討すると良い 

【(保護者)肯定83％、どちらとも

いえない15％、否定2％】 

① ICT 機器等の活用は定着

してきているが、活用の

『目的』を再定義し、

個々に応じた活用方法の

整理が課題である。ま

た、授業の質向上のた

め、教育課程の見直しに

よる授業準備時間の確保

を並行して行う。 

② 児童生徒が相互に関わる

授業は意図的に行われて

いる。児童・生徒が自分

や他者の良さを認識する

ための仕掛けづくりが課

題。 

① 教育課程の見直しを図る

ことで、授業準備の時間

を確保し、教育的ニーズ

に応じた授業の充実を図

る。 

ICT 機器の活用による

「できる」「わかる」授

業を実践する。 

 

② 自分の良さに気づくため

のツールとしてキャリア

パスポートを活用する。

※視点３で取り扱う 

２ 
児童・生徒 
指導・支援 

〇一人ひとりの教

育的ニーズを捉

え、根拠に基づ

いた組織的な指

導・支援の充実

を図る。 

 

 

 

〇教育活動全体で

人権尊重の視点

に立ち児童・生

徒が安全で安心

して過ごせる学

校づくりに取り

組む。 

①アセスメントに基

づいた個別教育計

画の改善と指導へ

の活用を組織的に

進める。 

 

 

 

 

②保護者、教員、児

童・生徒それぞれ

が、人権感覚を持

ち、互いに尊重し

あい、安心できる

学級づくりに取り

組む。 

①各学部・部門の実

態を踏まえたアセ

スメントを実施

し、組織的に授業

実践に生かす仕組

みづくりを検討す

る。 

 

 

②不祥事防止研修に

おいて、人権尊重

の視点の目標を学

級ごとにたて、日

常の授業に生かす

とともに、振り返

りを行う。 

①アセスメントの結

果を踏まえ、専門

職等の意見を個別

教育計画に取り入

れ、ニーズに応じ

た授業を実践でき

たか。 

 

 

②学級ごとにたてた

目標を踏まえ、人

権を尊重した学級

運営ができたか。 

① 計画通りアセスメントを

実施し、結果を個別教育

計画に記載している。担

任のニーズを受け、日常

観察により専門職が見立

てを行い、授業実践に生

かしている。【(教員)肯

定 65％、どちらともいえ

ない27％、否定８％】 

② 学期ごとに、人権尊重の

視点の学級経営目標を設

定。担任間でふり返り、

修正を行うことで、定期

的に人権尊重の意識を高

めることができた。【(教

員)肯定88％】 

① アセスメントの結果は個別

教育計画に記載されている

が、目標設定につながら

ず、組織的にアセスメント

を活用する仕組みづくりに

至らなかった。チームによ

り実態を把握・共有し、個

別教育計画に活用する仕組

み作りを検討していく。 

② 短時間でも学級ごとに協議

する時間をもつことは同僚

性を高めるために非常に有

効であった。PDCA サイクル

で引き続き取り組み、人権

尊重の意識を高めていく。 

① 個別教育計画はもっと簡単に

し、業務改善につなげ、日々

の授業を元気に行って欲し

い。 

【(保護者)肯定84％、どちらとも

言えない10％、否定6％】 

 

 

 

② 次年度は、児童・生徒につい

ても人権意識を高める取組を

すすめると良い。 

【(保護者)肯定90％、どちらとも

言えない6％、否定4％】 

 

① アセスメントは実施さ

れ、個別教育計画に明記

されているが、組織的な

目標設定や具体的な授業

改善につながっていな

い。個別教育計画の記載

内容が多く、重点課題を

踏まえた目標設定になっ

ていない。 

② 人権尊重にかかる学級経

営目標の策定・見直しを

定期的に行うことで教員

の人権意識は向上した。

児童・生徒の人権感覚を

育み、適切に行動できる

指導の工夫が課題。 

① 本人の実態およびニー

ズ、保護者のニーズを踏

まえ、重点課題を設定す

る。その課題に基づく目

標および支援内容を簡潔

に記載し、共有できるよ

う、個別教育計画の書式

を見直す。 

 

② 児童・生徒自身が互いの

良さを認め合い、人権意

識を高めるための学級経

営の仕組みを構築する。 

３ 
進路指導・

支援 

〇キャリア教育の

視点をもち、児

童・生徒が地域

で豊かに暮ら

し、働くことを

見据えた教育活

動を展開する。 

〇児童生徒のニー

ズや適性に応じ

た、自己選択・

自己決定のため

の継続した指

導・支援に取り

組む。 

①卒業後の生活を

見通し、学校生活

の中で身に付けた

い力について共通

理解をもって指導

する。 

 

②児童・生徒や保

護者が卒業後の生

活をイメージし、

自ら進路選択・決

定をするための進

路指導・支援シス

テムを検討する。 

①卒業後の生活を見

通し、学校生活に

おいて身に付けた

い力について、学

部・部門で共有す

る。 

 

②進路先見学や卒業

生の話を聞くこと

や、せやみつミー

ティングを通し

て、ニーズに応じ

た情報提供をす

る。 

 

①各学部・部門で児

童・生徒に身に付

けたい力の共通理

解がもてたか。 

 

 

 

②児童・生徒や保護

者が、進路先につ

いて理解をし、ニ

ーズに応じた進路

選択・決定ができ

たか。 

① 進路先で多く取り組まれ

ている活動を校内実習で

設定することで、働く場

の共通理解がもてた。

【(教員)肯定87％】 

 

 

② 本人や保護者の希望を丁

寧に聞き取り、見学先等

の紹介をした。ニーズに

応じた進路選択・決定

は、個により差がある。

【(教員)肯定 74％どちら

ともいえない22％】 

① ライフキャリアを含めた児

童・生徒に身につけさせた

い力と教育課程の位置づけ

について各学部・部門で共

通理解をもつことが課題。 

 

 

② 児童・生徒が卒業後の生活

をイメージし、進路選択を

するために、教育課程の位

置づけを教員が共通理解す

ることが必要。保護者につ

いては、進路説明会への参

加率を上げ、情報提供の方

法を工夫する。 

① ② 

小中学部の段階から進路に

様々な可能性があることを伝

えると良い。小中学部の授業

にも進路担当が関わると良い

のではないか。 

保護者が知っていることを教

員も知っておくことが必要。

夏季にせやみつミーティング

の開催し、教員も参加できる

と良いのではないか。 

【(保護者)肯定75.5％、どちらと

も言えない18.5％、否定6％】 

① ② 
本校のキャリア教育の教
育課程上の位置づけを担
任が認識し、共通理解を
することは引き続きの課
題。 
保護者に提供されている
情報を教員も知っておく
必要がある。 
個々に対しては質問に応
じて情報提供がなされて
いる。保護者への進路に
係る情報提供の充実を図
ることが課題。 

① ② 
教員向けに進路の研修を
実施、キャリア教育の教
育課程上の位置付けの認
識を図る。併せて進路の
手引きの作成を進める。 
進路にかかる保護者のニ
ーズを把握し、進路だよ
りや短い動画（10 分以
内）等により、定期的に
保護者に情報提供をす
る。 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月13日実施） 

総合評価（３月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 
地域等との

協働 

〇学校コンサルテ

ーションを基盤

としたセンター

的機能の充実を

図り、校内・地

域におけるイン

クルーシブな学

校づくりを推進

する。 

①児童・生徒の卒

業後を見据え、地

域行事の参加や地

域の学校との連

携・交流等によ

り、地域への学校

理解をすすめる。 

 

①学校の取組や役割

を地域に発信する

機会を増やす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②パラスポーツ等を

通して、地域との

連携・交流をすす

める。 

①学校の役割や取り

組みを発信する機

会が増えたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②パラスポーツによ

る地域との交流の

機会が増えたか。 

① 学部ごとに学校の様子を

HP で発信した。新たに、

給食ができるまでの動画を

HP に掲載するとともに、

食育に関する取り組みを三

ツ境祭で掲示し、好評を得

た。地域からのお知らせを

マチコミで保護者に配信す

る等、各家庭が地域とかか

わるための情報提供を行っ

た。【(教員)肯定 66％ど

ちらとも言えない27％】 

② 近隣の小中学校とボッチャ

の交流を実施。希望者をつ

のり、高校とテニスや音楽

による交流を実施した。 

【(教員)肯定81％】 

①学部によって掲載数に偏りが

ある。学校の取組を知らない

地域住民は多いとみられ、学

校の取組について、時代に合

った情報発信の方法を模索す

る必要がある。 

 

 

 

 

 

 

②パラスポーツの新たな取組は

なかった。パラスポーツに限

らず、地域交流を推進する方

法を模索し、地域の学校理解

をすすめていく。 

① ４年間の目標であるインクル

ーシブな学校づくりの推進か

ら少し離れた取り組みとなっ

ている。 

インクルーシブは地域社会づ

くりなので、高校や小学校の

情報交換をするなど広い意味

での発信をしてほしい。 

【(保護者)肯定 85％、どちらと

も言えない12％、否定3％】 

 

 

② パラスポーツの講師派遣事業

があるので活用して欲しい。 

 

 

① マチコミの活用により保

護者への情報発信は増え

た。HPに情報を掲載して

いるが、視聴している人

数に限りがあり、情報発

信の方法を工夫する必要

がある。 

 

 

 

 

 

② 地域との交流やパラスポ

ーツ交流については昨年

度並みであった。パラス

ポーツに限定せず、地域

との連携・交流の方法を

模索することが課題。 

① 学校広報紙を作成し、HP

や地域の掲示板や、回覧

板で情報発信する。SNS

の活用により、学校の情

報を地域に発信する。 

見易さを踏まえ、ホーム

ページの構成を見直す。 

 

 

 

 

 

② 作品展示等、地域への情

報発信の方法を工夫す

る。 

地域の資源の活用や、作

業学習等の地域との連携

の場を模索する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇安全・安心な教

育環境の整備に

取り組む。 

 

 

 

 

 

 

〇教職員の資質・

指導力・専門性

の向上を目指

し、人材育成と

不祥事防止に重

点をおき、信頼

と期待に応える

学校運営と組織

づくりを行う。 

 

 

〇組織的な業務の

効率化を図る。 

 

 

 

①学校の防災体制を

見直し、再構築す

る。 

 

 

 

 

 

 

②年間を通して不祥

事の未然防止につ

ながる情報共有を

計画的に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

③教 育 環 境 の 整

備、スリム化を進

めるとともに、業

務の見直し、削減

を行うことで、職

員の時間外労働を

月 45 時間未満に

する。 

①校内の防災体制を見

直し、整理するとと

もに、地域と防災体

制の情報共有を図

る。 

 

 

 

 

②ヒヤリハットを報告

しやすい環境を作

り、事例の共有を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

・オフィス改善を踏ま

え、学校全体で業

務の見直しを図る

とともにTeamsの活

用により、会議の

整理やペーパーレ

ス化をすすめる。 

 

・業務内容を取捨選択

し、整理する。 

①地域防災について

の情報共有が進

み、本校の防災体

制の見直しが図れ

たか。 

 

 

 

 

②ヒヤリハット段階

の報告数が増え、

事故の未然防止に

繋がったか。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

・ペーパーレス化が

進んだか。 

 

 

 

 

 

・45 時間以上の時間

外労働職員が減っ

たか。 

 

 

 

・業務内容の取捨選

択ができたか。 

① 避難訓練の実施後に振り返

りを行い、訓練や校内マニ

ュアル等の見直しを図っ

た。学校薬剤師と連携し本

校の災害時のトイレ計画を

策定した。学校運営協議会

の作業部会において、地域

防災の情報共有を行った。 

【(教員)肯定84％】 

② ヒヤリハットの報告様式を

改訂し報告しやすくしたこ

とで、報告数が上がった。

（R5…11 件、R6…11 件、

R7…34 件）報告内容を学

部内で共有するとともに、

1 カ月後に振り返ること

で、同様のヒヤリハットの

発生回数が減少してきた。

【(教員)肯定 69％どちら

ともいえない21％】 

③  

・オフィス改善により、執務

環境が改善した。会議や服

務申請等、Teams の活用に

よりペーパーレス化がすす

んだ。【 ( 教員 ) 肯定

58％、どちらとも言えない

28％、否定15％】 

・45時間以上の時間外労働は

平均月４名弱であり、徐々

に超過時間数も減ってきて

いる。【(教員)肯定49％、

どちらとも言えない38％、

否定13％】 

・次年度に向け、校務グルー

プの構成を見直し、業務の

平準化を図った。 

① 見直した防災体制をもとに

実践的な訓練を実施し、ブ

ラッシュアップを図る。地

域との連携については、地

域住民の平日参加が難しい

ことから、連携の方法につ

いて模索していく。 

 

 

② 学部・部門等によって報告

数にやや偏りがある。軽微

なヒヤリハットでも報告を

する習慣をつけるととも

に、学部で共有をし、ヒヤ

リハット段階で抑える。 

 

 

 

 

 

③ チャットでの会議が増えて

いるが、顔を合わせての会

議の必要性もあがってい

る。教育課程の見直しを図

り、週当たりの短縮日課を

増やすことで、打ち合わせ

の時間や教材研究の時間を

確保し、教育の充実を図

る。 

再編した校務グループにつ

いて、業務の平準化が図ら

れているか検証をし、必要

に応じて修正を図る。 

 

① 地域協働や防災の面について

も地域との連携や情報発信や

共有が進んでいるとのことか

ら、引き続き取り組みを進め

て欲しい。 

【(保護者)肯定78％、どちらとも

言えない21％、否定1％】 

 

 

②  

【(保護者)肯定85％、どちらとも

言えない14％、否定1％】 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 効率化を図ることができると

ころはどこか？という視点で

検討すると良い。資料の情報

量が多すぎる。資料作成の効

率化や会議のスリム化に向

け、検討してもらいたいポイ

ントを明確にし、そのために

必要な資料を作成するなど、

発想の転換を図ると良いので

はないか。 

① 校内の防災体制について

見直しが図られた。次年

度は見直した、アニュア

ルについての検証をすす

めていく。地域との防災

体制の情報共有や連携は

引き続きの課題。 

 

 

② ヒヤリハット段階の報告

が増えたことにより、同

じようなヒヤリハットや

不祥事は減ってきてい

る。ヒヤリハット報告の

定着をすすめ、不祥事防

止を継続する。 

 

 

 

 

③ チャットの活用により会

議の効率化はすすんだ。

会議の内容や回数を精選

しスリム化をすすめる。 

資料のデータ閲覧や過去

のデータ活用を効率よく

すすめるために、フォル

ダ構成の見直しが課題。 

校務グループの構成を変

更し、業務の平準化を図

った。次年度はその検証

をすすめる。 

校内の時間外労働は減っ

ているが、短時間勤務者

の持ち帰り業務は減って

いない。業務時間の確保

が課題。 

① 見直した防災体制をもと

に実践的な訓練を実施

し、ブラッシュアップを

図る。学校運営協議会の

作業部会を通して、学校

防災の整備及び地域との

連携方法を模索する。 

 

 

② ヒヤリハット報告の活用

を更にすすめ、学部・学

年で共有し、組織的に不

祥事防止をすすめる。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 職員会議、企画会議の内

容や回数を精選する。 

授業の持ち方の見直しを

図り、教材研究やグルー

プ業務等の時間を確保す

る。 

新しい校務グループの検

証を行い、業務の精選と

効率化をすすめる。 

 


